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津谷市長年頭の訓示／市長ダイアリー 第12回あきたふるさと手作りＣＭ大賞／山田桂一郎氏講演会

◇
12
月
16
日
〜
１
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

12
月
16
日（
火
）▽
第
12
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
伝
達
式（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
▽
か
ら
ま
つ
の
会
寄
付
金
贈
呈（
本
庁
舎
）▽
伊
東
和
子
氏
東
北
地
区

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

17
日（
水
）▽
北
秋
田
市
行
政
評
価
委
員
会
答
申（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
営
薬
師

山
ス
キ
ー
場
開
き
、安
全
祈
願
祭（
同
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
）

19
日（
金
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

22
日（
月
）▽
阿
仁
診
療
所
整
備
検
討
委
員
会
報
告
書
提
出（
本
庁
舎
）

24
日（
水
）▽
省
庁
訪
問（
東
京
都
）

25
日（
木
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
高
橋
久
雄
氏

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

26
日（
金
）▽
各
庁
舎
あ
い
さ
つ
ま
わ
り（
各
庁
舎
ほ
か
）

１
月
１
日（
木
）▽
第
34
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式（
中
央
公
民
館
）

２
日（
金
）▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
）

３
日（
土
）▽
平
成
27
年
坊
沢
公
民
館「
新
春
交
流
会
」（
坊
沢
公
民
館
）▽
七
日
市

公
民
館
平
成
27
年
新
春
交
流
会（
七
日
市
公
民
館
）

４
日（
日
）▽
平
成
27
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式（
文
化
会
館
）

５
日（
月
）▽
年
頭
の
訓
示（
本
庁
舎
）▽
山
田
町
派
遣
職
員
市
長
報
告（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
年
頭
の
訓
示（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

８
日（
木
）▽
第
38
回
北
秋
田
市
新
春
交
流
会（
中
央
公
民
館
）

９
日（
金
）▽
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会・
教
育
講
演
会

（
文
化
会
館
）

10
日（
土
）▽
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
査
閲
式（
上
小
阿
仁
村
）▽
北
秋
田

地
区
防
犯
指
導
隊
連
合
会
査
閲
式（
上
小
阿
仁
村
）▽「
の
れ
そ
れ
年
末

年
始
大
売
り
出
し
」大
抽
選
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
平
成
27
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月

５
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
津
谷
市
長
が
幹

部
職
員
ら
約
80
人
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を

行
い
「
職
員
の
や
る
気
と
本
気
を
大
い
に

期
待
し
た
い
」
と
喚
起
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
昨
年
は
本
県
初
の
全
国

ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
に
始
ま
り
、
阿
仁
熊

牧
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
市
政

10
周
年
記
念
式
典
、
国
民
文
化
祭
な
ど
大

き
な
行
事
が
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
成

果
を
収
め
、
北
秋
田
市
を
広
く
県
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
昨
年

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
に
つ
い
て
「
新
年
度
が
市

総
合
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
検
証

と
分
析
を
し
、
今
後
の
目
指
す
べ
き
将
来

像
の
指
針
と
し
て
の
新
た
な
総
合
計
画
の

策
定
に
、
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
取
り

組
む
大
事
な
年
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
北
秋
田
市
と
し
て
も
国
が
唱
え
る
地
方

創
生
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
に
乗
り
遅
れ

な
い
よ
う
、
市
の
創
生
に
向
か
っ
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
超
高
齢

化
人
口
減
少
時
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
と
、
地
域
の
支
え
手
担
い
手
の
確

保
策
と
し
て
の
定
住
促
進
と
雇
用
の
確
保
、

雪
対
策
や
通
院
・
買
い
物
弱
者
と
い
わ
れ

る
市
民
へ
の
足
の
確
保
や
支
援
策
な
ど
に

は
最
も
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
に
は
歴
史
や
文
化
、
観
光

資
源
、
森
林
資
源
、
工
業
製
品
や
工
芸
品

な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
売
り
込
む
べ

き
宝
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
し
「
宝
を
ど
ん

ど
ん
外
に
向
か
っ
て
発
信
し
て
い
く
た
め
、

全
員
が
市
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
自
覚

で
ま
い
進
し
て
ほ
し
い
」
と
職
員
に
奮
起

を
促
し
、
最
後
に
「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

北
秋
田
市
政
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う

な
仕
事
を
一
緒
に
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

  
北
秋
田
市
が
「
第
12
回
あ
き
た
ふ
る
さ

と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
で
最
優
秀
賞
に
輝

き
、
12
月
16
日
に
主
催
者
で
あ
る
Ａ
Ａ
Ｂ

秋
田
朝
日
放
送
の
土
田
修
取
締
役
が
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
最
優
秀
賞
の
ト

ロ
フ
ィ
ー
と
副
賞
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
、
県
内
の
自
治
体
が
手
作

り
で
30
秒
間
の
Ｃ
Ｍ
を
制
作
す
る
も
の
で
、

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
」「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」

「
イ
ン
パ
ク
ト
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
つ
い
て
審
査
し
、
副
賞
と
し
て
ス
ポ
ッ

ト
Ｃ
Ｍ
が
Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
で
放
映

さ
れ
ま
す
。　

　
土
田
取
締
役
は
「
最
優
秀
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ｍ
は
県
内
で
は

年
間
３
６
５
本
と
東
北
５
県
で
も
放
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
い

た
だ
き
北
秋
田
市
に
来
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
北
秋
田
市
は
私
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
す
が
、
意
外
と
良

さ
を
わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。
市

民
の
方
で
も
森
吉
山
に
行
っ
た
こ
と
が
な

い
方
も
結
構
い
る
と
思
う
の
で
、Ｃ
Ｍ
を

見
て
自
分
の
市
に
も
こ
ん
な
に
い
い
場
所

が
あ
る
ん
だ
と
感
じ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
北
秋
田
市
の
テ
ー
マ
は
「
山
笑

い
、
森
吉
山
に
咲
く
笑
顔
」。
制
作
し
た

北
秋
田
ま
る
ご
と
体
験
会
議
事
務
局
の
皆

さ
ん
は
「
撮
影
日
が
悪
天
候
の
予
報
で
急

き
ょ
雨
を
生
か
し
た
も
の
に
変
更
し
『
北

秋
田
市
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
は
、
雨
と

雪
な
ど
の
水
の
恵
み
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、

自
然
の
力
を
北
秋
田
の
人
た
ち
は
笑
顔
に

変
え
て
い
る
』
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
し

た
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
述
べ
た
ほ
か
、「
受

賞
を
地
元
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
が

嬉
し
い
」
な
ど
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
は
第
３
回
大
会
か
ら
参
加
し
、

最
優
秀
賞
は
平
成
18
年
以
来
２
回
目
の
受

賞
と
な
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
観
光
研
究
所
主
任
研
究
員

で
、
内
閣
府
、
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産

省
の
「
観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
」
に
認
定
さ

れ
て
い
る
山
田
桂
一
郎
氏
の
講
演
会
が
、

12
月
20
日
に
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た

約
70
人
が
、
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
を

運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
吉
山
（
片

岡
信
幸
理
事
長
）
が
、
森
吉
山
魅
力
創
造

事
業
の
一
環
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
片
岡
理
事
長
が
「
現
在
、
森

吉
山
を
中
心
に
し
た
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
県
と
市
が
協
働
で
進
め
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
森
吉
山
な
ど
の
地
域
の
宝
を

更
に
良
く
し
て
、
後
輩
や
子
ど
も
た
ち
に

受
け
継
い
で
い
く
義
務
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
今
日
の
講
演
を
通
し
て
、
地
域
を

良
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
人
が

１
人
で
も
２
人
で
も
、
で
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
こ
の
後
、
山
田
氏
が
「
観
光
・
物
産

・
北
秋
田
の
お
も
て
な
し
〜
観
光
地
か
ら

感
幸
地
へ
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
計
画
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　
山
田
氏
は
「
メ
ー
カ
ー
は
、
は
や
れ
ば

は
や
る
ほ
ど
設
備
投
資
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

働
く
が
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
キ
ー
場

や
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
民
宿
、
飲
食
店
な
ど

が
人
を
雇
う
」
な
ど
と
述
べ
観
光
が
雇
用

に
結
び
つ
く
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
観
光
客
は
「
遠
く
か
ら
来
る
人
ほ
ど

お
金
を
使
う
気
満
々
で
来
る
」
と
し
、
遠

く
か
ら
人
を
呼
ぶ
取
り
組
み
の
重
要
性
を

話
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
秋
田
市
の
人

口
が
平
成
12
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
10

年
間
で
約
５
６
０
０
人
減
り
、
消
費
額
が

約
70
億
円
減
っ
た
こ
と
が
試
算
さ
れ
る
と

分
析
し
「
地
域
の
人
が
、
市
内
で
１
％
で

も
多
く
消
費
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

▲約70人が参加し、観光地づくりについ
て学んだ講演会

▲最優秀賞を受ける津谷市長と北秋田ま
るごと体験会議事務局の皆さん

▲幹部職員らを前に年頭の訓示をする津
谷市長

第
12
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞

北
秋
田
市
が
最
優
秀
賞
を
受
賞津

谷
市
長
年
頭
の
訓
示

市
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
自
覚
で

観
光
地
づ
く
り
に
理
解
を
深
め
る

山
田
桂
一
郎
氏
講
演
会


